
   ６月は比較的気温の高い日がありましたが、７月に入って梅雨本番の日が続きます。 池谷・入山でこの時期の米作り作業はというと、先ず「畦の草刈」、そして田んぼでは「中干しと溝切り」です。梅雨の時期、稲もどんどん育ちますが畦の雑草も同じこと。しかし棚田の畦に除草剤は禁物です。草の根が高い畦の斜面の土を保ちます、これを枯らしては畦が崩れてしまいますから、草刈機での作業となります。  「中干しと溝切り」は稲を健康に育てる為、そして収穫に備えて田んぼの土を硬くする為に行ないます。田んぼに張った水を切り、ある程度土が硬くなったところで３～５ｍ間隔に専用の機械で深さ１０～１５ｃｍ程の溝を切ります。こうして田んぼの排水そして入水が田前面に渡ってスムーズに出来るようにします。写真はこの作業前の田んぼの様子。山の湧水を引き込んでいるせいか、おたまじゃくしとこれを卒業した連中のとても多いこと。田んぼの水を切るのを躊躇してしまいます。 
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ご意見を気軽にお寄せ下さい。 
 


